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はじめに

帰宅困難者支援システムを用いて支援することで帰宅困難者
の避難行動にどのような効果が得られるかを検証する

東京では、多くの帰宅困難者が出ることが予想
され、問題になっている

近い将来、東海地震、東南海地震、首都直下型地震などの
様々な地震の発生が予測される。

実際には行うことの出来ない規模の研究を可能にするため
にマルチエージェントを用いる



マルチエージェントとは

多数の自律的に行動するエージェントから構成
されるものである

研究では、マルチエージェント・シミュレータを
使いやすく応用したソフトであるartisocを利用

した



研究の流れ

帰宅困難者支援システムの内容作成

シミュレーション作成



帰宅困難者支援システム

システムの概要

システムの扱う情報

情報をどのように支援するか

情報を扱う機器



システムの概要

地震発生時に時間帯や自宅の距離などから,
歩行で自宅に帰ることのできない帰宅困難者

を支援するためのシステム



システムの扱う情報

取得する情報 提供する情報

橋・道路の被害状況

GPSによる自動的な
歩行者の位置情報や
それによる混雑情報

橋・道路の被害状況

GPSから得た情報を
考慮し位置情報・歩
行者の渋滞情報



情報をどう支援するか

システム

被災者被災者 写真・コメント・などの情報を
提供・取得

写真・コメント・GPSなどの情報
を取得し、状況の把握を行う。
そして被災者への情報の提供、自
治体への情報提供を行う。

避難の円滑化するためGPSによる
位置、渋滞の把握・橋、道路等の
被害状況を取得し、提供を行う

自治体



情報を扱う機器

携帯電話・ノートパソコンを使っての情報の提供
取得を行う

携帯電話・PHSの普及率は96.3％

電波の状況は良いものと仮定する



シミュレーション

シミュレーションの概要

シミュレーション

歩行者ルール



シミュレーションの概要

今回のシミュレーションは、エージェントが
発生から目的地までの歩行パターン基本
的なルールを書き込んだものである。



シミュレーションの実行

道・道路



エージェントの歩行ルール
• 歩行者エージェントがWPをたどる原理

視野（今回は5）に入ったWP（道となっている点）に近づいて
いきほぼ重なるところまで行くと次のWPを探し移動する。

これを繰り返すことで目的地まで到達する。



エージェントの歩行ルール

• 歩行者エージェントが目的地にたどり着く方
法

発生地点から目的地のまでの間に設定してあ
るWPの地点ごとに目的地を設定し直す方法



エージェントの歩行ルール

• 歩行者エージェントが目的地にたどり着く方
法

発生地点から目的地の方向を定める方法

歩行者エージェントがWPの上を通らない理由としては、
目的地方向に向かうというルールがあるためどうしても
目的地よりに引っ張られてしまうということが原因と考

えられる。



目標のシミュレーション



まとめ

このようなシミュレーションを帰宅困難者が数日間をかけ
マルチエージェントを用いた情報の利活用による帰宅困
難者支援効果の検証が行えれば理想的である。


